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化
学
兵
器
に
歯
止
め
か
か
ら
ず

　

去
る
４
月
16
日
、
北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ

イ
ル
を
発
射
し
た
こ
と
を
受
け
、
米
国
が

作
成
し
た
北
朝
鮮
を
非
難
す
る
国
連
安

全
保
障
理
事
会
の
報
道
声
明
草
案
に
ロ
シ

ア
が
異
議
を
唱
え
、
対
話
を
通
じ
た
政
治

的
解
決
を
模
索
す
る
文
言
を
追
加
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
。

　

こ
れ
よ
り
先
、
ロ
シ
ア
は
シ
リ
ア
で
の
化

学
兵
器
使
用
疑
惑
を
巡
る
問
題
で
も
、
プ

ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
大
統
領
は
シ
リ
ア
内
戦
の

構
図
の
中
で
、
シ
リ
ア
、
イ
ラ
ン
と
手
を

組
み
、
「
自
由
シ
リ
ア
軍
」
な
ど
反
体
制

派
武
装
組
織

（
た
だ
し
、
ト
ル
コ
が
敵
視

す
る
ク
ル
ド
人
勢
力
の
他
、
米
国
が
目
の

敵
に
す
る
ア
ル
カ
イ
ダ
系
の
ヌ
ス
ラ
戦
線

＝
シ
リ
ア
征
服
戦
線
や

「
イ
ス
ラ
ム
国
」

＝
Ｉ
Ｓ
を
も
含
む
な
ど
複
雑
）
を
支
援
す

る
米
国
、
ト
ル
コ
と
対
立
を
深
め
て
い
る
。

　

シ
リ
ア
の
ア
サ
ド
政
権
は
、
多
く
の
反
体

制
勢
力
を
抱
え
、
６
年
間
も
続
く
内
戦

を
鎮
圧
す
る
力
も
な
い
有
り
様
で
、
す
で

に
国
民
（人
口
約
２
１
９
８
万
７
０
０
０
人
）

の
う
ち
、
約
70
万
人
が
死
亡
、
５
０
０
万

人
超
が
家
を
追
わ
れ

「第
２
次
大
戦
後
最

悪
」
（国
連
）
の
難
民
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

４
月
４
日
、
同
国
北
部
イ
ド
リ
ブ
県
で

起
き
た
シ
リ
ア
政
府
軍
に
よ
る
空
爆
は
、

80
人
以
上
の
死
者
と
３
５
０
人
の
負
傷
者

を
出
し
た
。

　

こ
の
際
、
化
学
兵
器
を
充
填
し
た
爆
弾

が
使
用
さ
れ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

米
国
や
ロ
シ
ア
な
ど
が
介
入
し
て
真
相
究

明
や
責
任
者
の
処
罰
の
見
通
し
も
立
っ
て

い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
和
平
交
渉
の
目
途
も
立
た

ず
、
国
際
条
約
が
禁
じ
る
化
学
兵
器
使

用
に
も
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
現
状
を
今

後
ど
う
す
る
の
か
、
国
連
を
中
心
に
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
は
ず
だ
。

　

国
際
機
関
の
「化
学
兵
器
禁
止
機
関
（Ｏ

Ｐ
Ｗ
Ｃ
）。
本
部
、
オ
ラ
ン
ダ
・ハ
ー
グ
」
は
、

４
月
19
日
、
先
述
の
シ
リ
ア
・
イ
ド
リ
ブ

県
で
の
ア
サ
ド
政
権
軍
の
空
爆
で
の
被
害

者
10
人
の
サ
ン
プ
ル
を
分
析
し
、
「（
猛
毒

の
神
経
ガ
ス
）
サ
リ
ン
ま
た
は
こ
れ
に
似

た
物
質
」
の
使
用
を
確
認
し
た
、
と
の
結

果
を
発
表
し
た
。

　

Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ｗ
の
ウ
ズ
ン
ジ
ュ
事
務
局
長
は
、
サ

リ
ン
な
ど
が
使
用
さ
れ
た
と
す
る
分
析
結

果
は

「議
論
の
余
地
が
な
い
」
と
断
定
、

安
全
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
彼
ら
の
調
査
団

を
空
爆
現
場
に
派
遣
す
る
用
意
が
あ
る

と
し
て
い
る
。

　

Ｏ
Ｐ
Ｗ
Ｃ
は
４
月
13
日
、
空
爆
を
巡
る
対

応
を
協
議
す
る
た
め
、
ハ
ー
グ
で
緊
急
会

合
を
開
催
し
た
。

　

そ
し
て
、
化
学
兵
器
が
実
際
に
使
用
さ

れ
た
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
、
シ
リ
ア
の

隣
国
ト
ル
コ
に
調
査
官
を
派
遣
し
、
被
害

者
か
ら
採
取
し
た
サ
ン
プ
ル
の
回
収
や
、

被
害
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
行
な

っ
て
い
た
。

　

シ
リ
ア
で
の
内
戦
は
、
始
ま
っ
て
か
ら
す

で
に
６
年
経
過
し
て
い
る
。
反
体
制
派
の
シ

リ
ア
政
府
軍
に
対
す
る
攻
撃
は
、
攻
め
る

も
引
く
も
効
果
の
点
で
遅
々
と
し
て
進
ん

で
い
な
い
の
が
実
情
だ
。

　

そ
こ
へ
ア
サ
ド
政
権
軍
が
化
学
兵
器
を

使
用
し
た
疑
い
が
浮
上
し
た
た
め
、
米
国

の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
も
黙
止
で
き
な
く
な

っ
た
の
か
、
遂
に
重
い
腰
を
上
げ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
、
シ
リ
ア
攻
撃
に
踏
み
切
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
当
初
、
シ
リ
ア

国
内
で
の
過
激
派
組
織
Ｉ
Ｓ
の
掃
討
を
最

優
先
す
る
と
し
て
、
ロ
シ
ア
と
の
協
調
も

シ
リ
ア
難
民
危
機
、
第
２
次
大
戦
後
最
悪
か

ア
サ
ド
政
権
、
反
体
制
派
に
サ
リ
ン
ば
ら
撒
く
？

化学兵器使用疑惑で指弾されるアサド大統領
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視
野
の
内
に
入
れ
て
い
た
。

　

国
連
安
保
理
で
は
、
４
月
早
々
に
緊
急

会
議
を
開
き
、
シ
リ
ア
北
部
で
化
学
兵
器

を
使
用
し
た
と
見
ら
れ
る
空
爆
に
関
し
、

「猛
毒
の
サ
リ
ン
が
使
わ
れ
た
」
可
能
性

あ
り
と
し
て
、
常
任
理
事
国
の
米
英
仏
３

国
が
ア
サ
ド
政
権
を
非
難
、
同
政
権
が
調

査
を
受
け
入
れ
る
よ
う
求
め
て
、
決
議
案

の
採
択
を
目
指
し
た
。

　

緊
急
会
合
で
ロ
シ
ア
代
表
は
、
空
爆
を

巡
る
動
き
に
つ
い
て

「
シ
リ
ア
政
府
に
敵

対
す
る
も
の
だ
」
と
彼
ら
の
肩
を
持
ち
、

関
与
を
否
定
し
た
。

庇
い
よ
う
の
な
い
中
東
の
暴
君 

　

ロ
シ
ア
外
務
省
は
、
ア
サ
ド
政
権
の
非
難

決
議
案
に
拒
否
権
行
使
す
る
方
針
を
明

示
し
て
い
る
。

　

米
国
の
ヘ
イ
リ
ー
国
連
大
使
は
、
空
爆

に
関
し

「ア
サ
ド
政
権
が
自
国
民
に
化
学

兵
器
を
使
用
し
た
」
と
述
べ
、
英
国
大
使

は
ロ
シ
ア
を

「庇
い
よ
う
が
な
い
者

（ア
サ

ド
政
権
）
を
庇
お
う
と
し
て
い
る
」
と
批

判
し
た
。

　

現
地
か
ら
の
情
報
に
よ
る
と
、
今
回
の

空
爆
で
子
供
25
人
を
含
む
83
人
が
死
亡

し
、
３
５
０
人
が
負
傷
。
シ
リ
ア
内
戦
で

最
悪
級
の
化
学
兵
器
被
害
の
可
能
性
が
あ

る
。

　

ロ
イ
タ
ー
通
信
に
よ
る
と
、
米
政
府
当

局
は
攻
撃
で
サ
リ
ン
が
使
わ
れ
た
と
の
見

解
だ
と
言
う
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
４
月
４
日
の
声

明
で

「ア
サ
ド
政
権
に
よ
る
極
悪
な
振
る

舞
い
だ
」
と
述
べ
、
シ
リ
ア
政
権
軍
に
よ

る
攻
撃
と
断
定
し
た
。

　

ま
た
、
テ
ィ
ラ
ー
ソ
ン
米
国
務
長
官
も

声
明
で

「ロ
シ
ア
と
イ
ラ
ン
を
含
め
、
ア
サ

ド
を
擁
護
し
、
支
援
し
て
来
た
者
達
は
、

ア
サ
ド
や
彼
の
意
図
に
関
す
る
幻
想
を
捨

て
る
べ
き
だ
」
と
、
名
指
し
で
の
批
判
を

加
え
て
い
る
。

　

現
在
、
ア
ラ
ブ
諸
国
を
含
む
世
界
が
一

体
と
な
っ
て
、
極
悪
な
ア
サ
ド
政
権
を
非

難
し
て
い
る
の
に
、
ロ
シ
ア
は
ま
た
し
て
も

ア
サ
ド
の
肩
を
持
っ
た
。

　

国
連
筋
も

「
ロ
シ
ア
が
化
学
兵
器
に
よ

る
攻
撃
の
加
害
者

（ア
サ
ド
）
を
擁
護
し

た
こ
と
に
弁
解
の
余
地
が
な
い
」
と
口
を

揃
え
て
、
て
プ
ー
チ
ン
、
ア
サ
ド
両
者
を

批
判
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
国
に
イ
ラ
ン
を
加
え
、
全
世

界
が
警
戒
心
を
持
っ
て
見
守
る
図
式
が
定

着
し
て
い
る
よ
う
だ
。

アサド政権支援のためロシアは同国に攻撃機を常駐（ロシア国防省）

国民のほぼ4人に1人が難民という、第2次大戦後最悪のシリア内戦。出口は全く見えない（国連）
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